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◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【５月の休館日】５日（木）、１２日（火）、１９日（木）、２６日（木） 
　【６月の休館日】２日（木）、９日（木）、１６日（木）、２３日（木）、３０日（木） 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

７月31日（日） 

■出演／１９６６カルテット 
　　　　特別出演：福崎高校ギター・マンドリン部 
■開演／１４：３０（開場１４：００） 
■入場料／おとな１,１００円 
　　　　　（友の会会員１,０００円） 
　　　　　高校生以下５００円 
※いずれも当日料金３００円増【全席自由】 
☆クラシックのテクニックをベースに、

洋楽アーティストのカバーを行う、女性４人（ヴァイオ
リン２人、チェロ、ピアノ１人ずつで構成）のグループ
です。今年はビートルズ来日５０周の年、ビートルズの名
曲をクラシックでお楽しみください。 
　またサマーコンサートは福崎高校ギター・マンドリン
部３年生の引退公演でもあります。彼らの素晴らしい演
奏をご堪能ください。 

7月の催し 

★エルデホール催物のご案内★ 

チケット好評発売中！ 

「１９６６カルテット～ビートルズ・クラシックス・ライブ」 エルデ 
サマーコンサート 

　
み
な
さ
ん
の
心
の
癒
し
の

ス
ペ
ー
ス
を
作
る
た
め
に
、

町
内
の
花
壇
と
県
の
プ
ラ
ン

タ
ー
の
手
入
れ
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
が
、
み
ど
り
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。 

　
暑
い
夏
も
、
寒
い
冬
も
、

み
ん
な
に
会
っ
て
楽
し
く
会

話
を
す
る
こ
と
を
励
み
に
、

が
ん
ば
っ
て
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。 

　
作
業
を
し
な
が
ら
の
会
話

か
ら
、草
花
に
関
す
る
情
報
・

生
活
や
料
理
に
関
す
る
情
報

な
ど
を
交
換
し
て
い
ま
す
。 

　
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
第
１
・
３
水
曜
日 

　
　
　
９
時
〜
１１
時
す
ぎ 

場
所
　
町
内
の
花
壇
お
よ
び

　
　
　
県
の
プ
ラ
ン
タ
ー 

  

　
今
月
（
５
／
２０
〜
６
／
１９
）
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
予
定
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

コ
コ
ロ
ン
ク
ラ
ブ 

　
５
月
２８
日（
土
）
９
時
〜 

　
　
役
場
周
辺
街
路
樹
下
手
入
れ 

み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ 

　
６
月
１
日（
水
）
９
時
〜 

　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
花
壇 

　
６
月
８
日（
水
）
９
時
〜 

　
　
元
Ｊ
Ａ
八
千
種
前
花
壇 

　
６
月
１５
日（
水
）
９
時
〜 

　
　
七
種
川
沿
い
新
町
花
壇 

問
い
合
わ
せ
先 

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
　
２２
・
３
７
５
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（
コ
ミ
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ニ
テ
ィ
推
進
専
門
員
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ど
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ど
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ど
り
の
グ
ル
ー
プ
“
会
員
募
集
!!
 

　平成２８年６月１日現在で、平成２８年経済センサ

ス活動調査を実施します。 

　全国すべての企業・事

業所が調査の対象です。 

　５月中に「調査員証」

を携行した調査員が事業

所等を訪問し、調査票を

配布しますので、ご協力

を願いします。 

総務省・経済産業省 

問い合わせ先　企画財政課　企画係（内線２３２） 

平成２８年経済センサス 
活動調査にご協力を 

実施期間 

　６月６日（月） 
　　～１０日（金） 

　今年も西中学校・東中学校の２年生が地域のみ

なさん、事業所のみなさんにお世話になります。 

　地域で育つ子どもたち・地域が育てる子どもたち

を温かく見守ってくださいますようお願いします。 

（学校教育課） 

　
七
種
山
の
登
山
口
に
あ
た
る
作

門
寺
山
門
前
駐
車
場
に
バ
イ
オ
ト

イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
利
用
さ
れ
る
方
へ
の
お
も
て
な

し
の
向
上
と
環
境
へ
の
配
慮
を
目

的
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
、
バ

イ
オ
装
置
を
動
か
す
た
め
に
必
要

な
電
気
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
よ

り
発
電
さ
れ
ま
す
。
し
尿
は
、
そ

ば
殻
の
菌
床
を
使
っ
た
バ
イ
オ
発

酵
に
よ
り
分
解
さ
れ
、
水
も
使
わ

ず
、
排
出
物
も
出
さ
な
い
自
己
完

結
型
の
エ
コ
な
ト
イ
レ
で
す
。 

　
多
く
の
方
に
気
持
ち
よ
く
お
使

い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
マ
ナ
ー

遵
守
に
よ
る
利
用
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

          

（
地
域
振
興
課
） 

七
種
山
に
バ
イ
オ
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（５月２１日～６月４日） 

おはなし会 

5月21日（土） 
11：00～ 

おたのしみ会 
6月4日（土） 
14：00～ 

えほんのじかん 
6月1日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

5月28日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　　 
 　大工と鬼六　ほか」 

３ 

6月2日（第1木曜日）資料整理のため休館 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書6冊 
「獅子吼」　　　　　　　浅田　次郎 
「また、同じ夢を見ていた」　住野　よる 

問い合わせ先　文化協会事務局（文化センター内）　２２－３７５５ 

　福崎町では、民俗学者・柳田國男先生と歌人・

井上通泰先生、ならびにそのご兄弟の業績を偲び、

毎年両先生の祥月にあたる８月に山桃忌が催され

ています。短歌祭は両先生にちなんだ奉賛短歌祭

です。多くの方々からの作品をお待ちしています。 

日　時　８月６日（土）１０：００～ 

場　所　文化センター　小ホール 

主　催　福崎町文化協会　福崎短歌会 

作　品　未発表のもの　２首以内 

応募要領　原稿用紙に楷書で記入のうえ、１首に

つき５００円（現金もしくは小為替）を添

えて、文化センター内・福崎町文化協

会事務局へ。 

締　切　６月３０日（木）（当日消印有効） 

選　者　楠田立身先生（兵庫県歌人クラブ顧問） 

　福崎町文化協会は、福崎町の歴史や伝承を大切

にし、その上に立った新しい文化の創造に努め、

町の発展に尽くすことを目的としています。この

たび、会員を募集し、より一層の活性化を図ります。 

年会費　１,０００円 

参加資格　協会の趣旨に賛同の方 

文化協会からのお知らせ 

　福崎町文化協会主催で講演会を開催します。 

　一般の方も参加していただけますので、ぜひお

越しください。 

日　時　５月２９日（日）１４：００～１５：３０ 

場　所　文化センター　小ホール 

演　題　「姫路城を支える心柱」 

講　師　柳瀬龍吉さん 

入場無料 

場所：メディアルーム 
保存期間の過ぎた雑誌などを無料で配布します。 
＊図書館利用カードをお持ちください。 
＊一人１０冊まで 

●文化センター行事予定（5/20～6/19） 

神崎学園 
日時：５月２６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　６月２日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座  
福寿学園 
日時：６月２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　６月１６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

老人大学一般教養講座（公開講座） 

日時：５月２６日（木）　１３：２０～１５：００ 

演題：「リサイクル楽器DEリサイタル 

　　　　～不要品から楽器を作り、面白おかしい

　　　　　トークと演奏～」 

講師：マエストロ足立さん 
 

サルビアセミナー（公開講座） 

日時：５月２７日（金）　１３：３０～１５：００ 

演題：「ロコモ予防で健康長寿 

　　　　～ロコモティブシンドロームって何？～」 

講師：兵庫県健康財団 

　　　　健康運動指導士　山口一仁さん 
 

※上記公開講座は、一般の方も参加できます。 

　どうぞお越しください。 



４ 

NHKラジオ「上方演芸会」公開録音 観覧者募集！ 
　福崎町とＮＨＫ神戸放送局・姫路支局では、町制６０周年を記念してラジ
オ番組「上方演芸会」の公開録音を行います。観覧をご希望の方は、次の
要領でお申し込みください。 

■日時　６月１０日（金）開場／１８：００ 

　　　　（開演／１８：３０　終演予定／２０：００） 

■会場　文化センター　大ホール 

■出演　（１本目）海原はるか・かなた、アルミカン 

　　　　（２本目）ザ・ぼんち、ティーアップ 

■司会　荒木美和アナウンサー（NHK奈良放送局） 

■申込締切　５月２３日（月）必着 

■応募方法　入場は無料ですが、入場整理券が必

要です。全席自由。往復はがきに必

要事項を記入してお申し込みくださ

い。 

■問い合わせ先　総務課（内線２２１） 

　　　　　　　　NHK神戸放送局（０７８－２５２－５０００） 

〔往信面〕 

《おもて》〒６７９－２２８０ 

　　　　　福崎町南田原３１１６番地の１ 

　　　　　福崎町役場総務課「上方演芸会」係 

《うら》参加したい方の①郵便番号　②住所 

　　　　③名前　④電話番号 

〔返信面〕 

《おもて》返信先の①郵便番号　②住所　③名前 

《うら》何も書かないでください。 

　　　　※抽選結果を印刷してお返しします 

※応募多数の場合は抽選となります。 

※入場整理券１枚につきお二人の入場が可能

です。 

※ご応募いただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、NHK 
　では受信料のお願いに使用させていただくことがあります。 

往復はがきにご記入いただく事項 

　「田んぼアート」とは、葉の色の異なる古代米

等を使って、田んぼに絵を描

く取組みです。 

　「田植え体験」、「農家との

交流」、「自然とのふれあい」

など、内容盛りだくさん！ 

　ぜひ、ご家族、グループで

ご参加ください。 

申し込み・問い合わせ先　田んぼアート実行委員会事務局（農林振興課内） 
　　　　　　　　　　　　〒６７９－２２８０　福崎町南田原３１１６－１ 
　　　　　　　　　　　　　２２－０５６０（内線３１４） / FAX２２－２９１９ 
　　　　　　　　　　　　Eメール  nourin@town.fukusaki.hyogo.jp

■日　　時　６月２５日（土）９:００～ 

■集合場所　さるびあドーム 

■実施場所　さるびあドーム西側の田んぼ 

■募集人数　２００人程度 

■参 加 費　無料（昼食・参加賞付） 

■受　　付　６月１０日（金）まで（先着順） 

■応募方法　郵便、FAX、メールで下記事項を

お知らせください。 

個人：氏名、年齢、性別、住所、電話番号 

グループ：参加者全員の（氏名、年齢、性別）、

代表者の（住所、電話番号） 

「田んぼアート」 
  ～田植え体験～参加者募集!!

　町制６０周年を記念して、もちむぎのやかた北側の花畑を「町章」「６０」

のデザインで飾っています。『オープンガーデンなかはりま２０１６』とし

ても公開していますのでぜひご覧ください。 

　川界隈花畑アートデザイン 



生活科学 
センター 
だより 

相談受付件数 

相談受付方法 

契約当事者の性別等 

〔
相
談
〕 

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
＊
）で
、
モ
デ
ル
が
愛

飲
し
て
い
る
青
汁
を
紹
介
し
て
い

た
。
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

青
汁
を
販
売
し
て
い
る
業
者
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
た
。
４

回
以
上
の
定
期
コ
ー
ス
を
申
し
込

む
と
１
回
目
は
１
０
０
円
で
２
回

目
以
降
は
５
０
０
０
円
だ
っ
た
。 

　
申
し
込
ん
で
、
４
回
目
の
商
品

が
届
き
、
解
約
手
続
き
を
す
る
た

め
、
電
話
を
か
け
続
け
て
い
る
が

つ
な
が
ら
な
い
。
商
品
到
着
日
の

５
日
前
ま
で
に
電
話
で
解
約
を
申

し
出
る
規
約
に
な
っ
て
い
る
。
今

日
が
期
限
な
の
に
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
。 

（
２０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
解
約
の
申
し
出
と
電
話
が
つ
な

が
ら
な
い
苦
情
内
容
を
文
章
に
し

て
、
本
日
の
日
付
を
必
ず
記
入
し
、

記
録
の
残
る
方
法
で
郵
送
す
る
こ

と
を
助
言
し
ま
し
た
。 

　
も
し
、
５
日
後
に
商
品
が
届
い

た
ら
、
受
取
拒
否
を
す
る
よ
う
伝

え
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
ネ
ッ
ト
の
情
報
の
中
で
バ
ナ
ー

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
関
連
商
品

や
関
連
情
報
の
サ
イ
ト
に
移
動
す

る
機
能
は
と
て
も
便
利
で
す
が
、

悪
質
な
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
る
危

険
も
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
申
し
込

み
を
せ
ず
、
業
者
の
情
報
（
社
名
、

所
在
地
、
電
話
番
号
、
代
表
者
の

氏
名
な
ど
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
、

大
手
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
の
中
の
サ
イ
ト
業
者
の
方
が

安
心
で
す
。 

　
ネ
ッ
ト
、
新
聞
、
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
広
告
や
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
シ
な
ど
の
情
報
が
信
用
で

き
る
の
か
、
次
の
点
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。 

○
「
癌
が
良
く
な
る
」「
血
液
サ
ラ

サ
ラ
」「
老
化
防
止
」
な
ど
、
疾

病
の
治
癒
、
改
善
、
予
防
ま
た
は

身
体
の
機
能
に
作
用
す
る
こ
と
を

広
告
に
記
載
す
る
こ
と
は
薬
事
法

違
反
で
す
。 

○
「
絶
対
に
や
せ
る
」「
必
ず
も
う

か
る
」
な
ど
、
将
来
に
お
け
る
不

確
実
な
こ
と
に
つ
い
て
断
定
的
に

告
げ
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。 

○
根
拠
は
な
い
の
に
「
日
本
一
安

い
」
い
つ
も
「
閉
店
セ
ー
ル
」
な

ど
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
・

価
格
等
が
実
際
の
も
の
よ
り
優
良

ま
た
は
有
利
で
あ
る
と
、
消
費
者

が
誤
認
す
る
よ
う
な
誇
大
広
告
は
、

景
品
表
示
法
に
抵
触
し
ま
す
。 

　
最
近
、
１
回
だ
け
の
購
入
だ
と

思
っ
て
申
し
込
ん
だ
ら
定
期
コ
ー

ス
で
、
毎
月
届
く
契
約
だ
っ
た
と

い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
申
し
込
む
前
に
、
契
約
内

容
を
よ
く
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。 

＊
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
人
と
人
の
つ

な
が
り
を
促
進
・
支
援
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
型
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」「
ラ
イ
ン
」「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
」
な
ど
が
有
名 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

広
告
を
信
用
し
す
ぎ
な
い
で
 

5月は「消費者月間」　5月30日は「消費者の日」 
平成28年度のテーマ 

みんなの強みを活かせ 
～安全・安心な社会に一億総活躍～ 
みんなの強みを活かせ 

～安全・安心な社会に一億総活躍～ 
みんなの強みを活かせ 

～安全・安心な社会に一億総活躍～ 
平成27年度相談状況 

苦　情 
問合せ 
要　望 
合　計 

199件 
54件 
1件 

254件 

78.3％ 
21.3％ 
0.4％ 
100％ 

来　訪 
電　話 
合　計 

126件 
128件 
254件 

49.6％ 
50.4％ 
100％ 

男　性 
女　性 
団　体 
不　明 
合　計 

100人 
136人 
11件 
7人 

254件 

41.3％ 
51.8％ 
4.1％ 
2.8％ 
100％ 

１　架空請求・ワンクリック請求 

２　インターネット通信サービス 

３　家具・寝具 

４　健康食品 

５　光回線 

６　アクセサリー 

７　書籍・印刷物 

８　給湯設備 

９　自動車 

１０　金融関連サービス 

苦情の種類（多い順） 

５ 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　　中核センター 
　　　相談員です 

契約当事者の年代別状況（個人分） 

（年代） 
2010 4030 6050 不明 70～ 

20

40

60

80

0

100
（人数） 

4 11

27

19

33

52

85

23



福崎町 

福崎東中学校２年（当時）　徳地愛維 

大
切
な
友
だ
ち 

福
崎
小
学
校
３
年（
当
時
） 

中
野
優
奈 
点
字
・
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
を
し
て 

田
原
小
学
校
３
年（
当
時
） 

長
谷
川
瑞
希 

　
私
は
友
だ
ち
が
大
す
き
。
友
だ

ち
の
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
。 

　
学
校
は
た
く
さ
ん
の
人
が
あ
つ

ま
り
、
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で

き
る
と
こ
ろ
だ
。 

　
学
校
生
活
で
、
本
当
の
友
だ
ち

と
は
何
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
が

よ
く
あ
る
。
私
は
、
人
の
悪
口
を

言
う
人
は
本
当
の
友
だ
ち
で
は
な

い
気
が
す
る
。 

　
私
は
人
の
悪
口
を
言
わ
な
い
人

と
友
だ
ち
に
な
り
た
い
。
で
も
、

い
ろ
ん
な
考
え
方
の
人
が
い
る
か

ら
む
ず
か
し
い
。
ど
う
し
て
も
、

す
き
な
子
や
き
ら
い
な
子
が
で
き

て
し
ま
う
。 

　
私
は
、
人
に
や
さ
し
く
か
か
わ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
た
と

え
ば
、
自
分
が
い
や
な
子
に
た
い

し
て
、
い
じ
め
た
り
物
を
と
っ
た

り
す
る
の
で
は
な
く
て
、
は
ん
た

い
に
そ
の
子
に
や
さ
し
く
す
る
こ

と
で
、
そ
の
子
は
自
分
が
悪
か
っ

た
と
反
せ
い
し
て
、
人
に
や
さ
し

く
で
き
る
と
思
う
か
ら
だ
。 

　
私
は
た
く
さ
ん
友
だ
ち
が
ほ
し

い
。
だ
か
ら
、
友
だ
ち
を
大
切
に

し
て
、
自
分
の
い
け
な
い
と
こ
ろ

を
直
し
て
い
っ
て
友
だ
ち
を
ふ
や

し
て
い
き
た
い
。 

　
一
度
友
だ
ち
に
な
っ
た
ら
、
ず

っ
と
友
だ
ち
。
友
だ
ち
を
か
ん
た

ん
に
き
ら
い
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
。
友
だ
ち
は
大
切
だ
か
ら
。 

     

　
私
は
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
た
時
、

何
も
見
え
な
く
て
こ
わ
か
っ
た
で

す
。
ビ
ー
ル
や
シ
ャ
ン
プ
ー
、
百

円
玉
を
さ
が
す
時
は
ど
れ
か
分
か

ら
な
く
て
、
す
ご
く
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。
百
円
玉
を
さ
が
す
の

が
難
し
か
っ
た
で
す
。
だ
け
ど
、

目
が
不
自
由
な
人
も
同
じ
こ
と
が

出
来
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
ペ
ア
の
い
お
り
ち
ゃ
ん
は
、
か

い
だ
ん
を
上
っ
た
り
下
り
た
り
す

る
時
に
、
す
い
す
い
と
進
ん
で
い

ま
し
た
。
私
は
か
い
だ
ん
を
下
り

る
時
が
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
上
る

時
は
、
つ
え
が
あ
っ
た
の
で
、
か

い
だ
ん
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　
点
字
は
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
の

か
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
で
す
。
で

も
む
ず
か
し
そ
う
で
し
た
。
点
筆

と
い
う
変
わ
っ
た
定
規
が
あ
り
、

点
字
が
六
つ
の
あ
な
で
字
を
う
て

る
な
ん
て
知
ら
な
く
て
、
ド
キ
ド

キ
し
ま
し
た
。 

　
目
の
ふ
じ
ゆ
う
な
人
は
、
点
字

を
ど
う
や
っ
て
読
ん
で
い
る
の
か

な
っ
て
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
点

字
の
用
紙
を
見
た
時
に
分
か
り
ま

し
た
。
ビ
ー
ル
の
ふ
た
と
か
、
シ

ャ
ン
プ
ー
に
点
字
が
あ
る
こ
と
も

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
で
も
、
ジ

ュ
ー
ス
か
ん
に
は
つ
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
点
字
が
あ
る
の
だ
と
知
り
ま
し

た
。
さ
い
し
ょ
は
ち
ょ
っ
と
む
ず

か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
や
っ
て
い

た
ら
な
ん
と
な
く
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。 

　
し
か
し
、
ず
っ
と
お
話
を
聞
い

て
い
た
の
に
「
あ
い
う
え
お
」
と

か
何
回
も
失
敗
ば
か
り
で
し
た
。 

　
次
は
、
名
前
を
う
ち
ま
し
た
。

名
前
も
三
回
か
四
回
間
違
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ぎ
り
ぎ
り
名
前
が

う
て
ま
し
た
。
も
っ
と
練
習
を
し

て
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
目
が
ふ
じ
ゆ
う

な
人
が
お
ら
れ
た
ら
、
声
を
か
け

た
い
で
す
。 

６ 

よ
っ
と
い
で
　
み
ん
な
な
か
よ
し 

　
手
を
つ
な
ご 

福
崎
小
学
校
２
年（
当
時
）　 

橋
本
な
つ
芽 

守
ろ
う
よ
　
仲
間
や
み
ん
な
の 

　
人
権
を 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　 

岸
口
莉
沙 

さ
し
の
べ
た
　
そ
の
手
に
き
っ
と 

　
救
わ
れ
る 

福
崎
東
中
学
校
２
年（
当
時
） 

谷
岡
千
夏 

声
出
し
て
　
伝
え
な
け
れ
ば 

　
す
れ
違
い 

福
崎
西
中
学
校
２
年（
当
時
） 

鈴
木
詩
萌 

八千種小学校１年（当時）　青田茉奈 高岡小学校１年（当時）　宮下大輝 

　毎月第３水曜日、午前１０時から午後３
時まで、サルビア会館で人権相談を受け
ています。 
　いじめや差別などの人権侵害に関する
ことでお困りの方は、お気軽にご相談く
ださい。 

（住民生活課内線３７４） 

人権相談について 



税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

問
い
合
わ
せ
先
　
内
線
３
４
２ 

　
軽
自
動
車
な
ど（
一
般
の
軽
自

動
車
の
ほ
か
、
原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
や
二
輪
の
小
型

自
動
車
を
含
む
）を
所
有
し
て
い

る
方
の
税
金
の
納
期
限
は
、
５
月

３１
日
で
す
。 

　
賦
課
期
日
（
４
月
１
日
）
現
在
、

軽
自
動
車
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、

５
月
１１
日
に
発
送
す
る
軽
自
動
車

税
納
税
通
知
書
で
、
納
期
限
ま
で

に
町
の
指
定
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
で
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。
口

座
振
替
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
５
月
３１
日
に

振
替
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
の
領
収
書

は
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。 

   

　
心
身
に
障
が
い
が
あ
り
歩
行
が

困
難
な
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽

自
動
車
に
つ
い
て
、
申
請
す
れ
ば
、

障
が
い
の
あ
る
方
１
人
に
対
し
て

１
台
に
限
り
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
ま
た
は
障
が
い
の

あ
る
方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が

所
有
さ
れ
る
軽
自
動
車
で
、
も
っ

ぱ
ら
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に

継
続
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
自

動
車
で
す
。（
県
に
お
け
る
自
動

車
税
に
つ
い
て
減
免
を
受
け
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
） 

申
請
に
必
要
な
も
の 

■
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
障
が
い

の
程
度
を
証
明
で
き
る
書
類 

■
自
動
車
検
査
証
（
原
付
等
に
つ

い
て
は
標
識
交
付
証
明
書
） 

■
本
人
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る

人
の
運
転
免
許
証 

■
印
鑑 

■
減
免
申
請
書
（
役
場
税
務
課
に

あ
り
ま
す
） 

■
個
人
番
号
確
認
の
た
め
の
必
要

書
類 

（
本
人
提
出
の
場
合
）
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
通
知

カ
ー
ド
＋
身
分
証
」 

（
代
理
人
提
出
の
場
合
）
①
納

税
義
務
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
の
写
し
②

委
任
状
③
代
理
人
の
身
分
証 

申
請
期
限
　
５
月
３１
日（
火
） 

 

自
動
車
税
の
減
免
に
関
す
る 

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
県
税
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
９
１
０
４ 

軽
自
動
車
税（
町
税
）の 

納
期
限
は
５
月
３１
日（
火
） 

軽
自
動
車
税
の
減
免 

平成２８年度　軽自動車税の税額について 
□軽自動車税の税額の変更について □軽自動車税のグリーン化特例 
■原動機付自転車・二輪車・小型特殊自動車 

車　種 種　別 Ｈ２７年度までの税額 Ｈ２８年度からの税額 

原動機付 
自転車　 

小型特殊 
自動車　 

二輪の軽自動車（１２５cc超～２５０cc以下） 

５０cc以下 １,０００円 

１,２００円 

１,６００円 

２,５００円 

２,４００円 

４,０００円 

１,６００円 

４,７００円 

２,０００円 

２,０００円 

２,４００円 

３,７００円 

３,６００円 

６,０００円 

２,４００円 

５,９００円 

５０cc超～９０cc以下 

９０cc超～１２５cc以下 

ミニカー５０cc以下 

農耕作業用（トラクタなど） 

その他（フォークリフトなど） 

二輪の小型自動車（２５０cc超） 

車　種 
営業用 １,８００円 

２,７００円 
１,０００円 
１,３００円 
１,０００円 

３,５００円 
５,４００円 
１,９００円 
２,５００円 
２,０００円 

５,２００円 
８,１００円 
２,９００円 
３,８００円 
３,０００円 

自家用 
営業用 
自家用 

三　輪 

特例① 特例② 特例③ 

四
輪
以
上 

乗
用 

貨
物 

※初度検査年月は自動車検査証をご確認ください。 
※平成１５年１０月１４日以前に初度検査を受けた車は、その年
の１２月に検査を受けたものとみなします。 

　平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日ま
でに初度検査を受けた四輪以上及び三輪の軽自
動車で、排出ガス性能及び燃費性能の優れた環
境負荷の小さいものに「グリーン化特例」が適
用されます。 

特例①　電気自動車、天然ガス自動車（平成２１
　　　　年排出ガス１０％低減） 
特例②　乗用…Ｈ１７年排出ガス基準７５％低減
　　　　　　　（以下★★★★）かつＨ３２年度
　　　　　　　燃費基準+２０％達成車 
　　　　貨物…★★★★かつＨ２７年度燃費基準
　　　　　　　+３５％達成車 
特例③　乗用…★★★★かつＨ３２年度燃費基準
　　　　　　　達成車 
　　　　貨物…★★★★かつＨ２７年度燃費基準
　　　　　　　+１５％達成車 
※各燃費基準の達成状況は自動車検査証の備考
欄に記載されています。 

７ 

■軽自動車（三輪、四輪以上） 

車　種 

三　輪 

乗用 
営業用 

３,１００円 

５,５００円 

７,２００円 

３,０００円 

４,０００円 

３,９００円 

６,９００円 

１０,８００円 

３,８００円 

５,０００円 

４,６００円 

８,２００円 

１２,９００円 

４,５００円 

６,０００円 

自家用 

自家用 

営業用 
貨物 

四輪 
以上 

Ｈ２７.３.３１以前に 
初度検査をした車両 

Ｈ２７.４.１以後に 
初度検査をした車両 

初度検査から１３年を 
経過した車両（重課） 

自動車税の納期限は5月31日（火）です お忘れなく！ －兵庫県・姫路県税事務所－ 



住宅のバリアフリー改造を支援します 
人生８０年いきいき住宅助成事業の概要 

増改築を伴う場合 

＜住宅改造・一般型＞ 

対象者 

対象事業 

助成要件 

助成額 

次の①、②のいずれかに該当する世帯 
①高齢者（６０歳以上）のいる世帯 
②あんしん賃貸住宅の登録を受けている既存
民間賃貸住宅のうち、高齢者世帯または障
害者世帯を受け入れることとしている住宅
の所有者 

次のＡ、Ｂの実施が必要です。 
Ａ２カ所以上の手すり取り付けまたは屋内の
段差解消（個所ごとに限度額があります。） 

Ｂ耐震診断（昭和５６年６月以降に建築された住
宅等は耐震診断不要です。） 

助成対象工事費の１/３及び簡易耐震診断費※の
一部（助成対象限度額は１００万円/世帯。ただし、
②の対象者は１００万円/戸。） 
※助成対象となる簡易耐震診断費は、兵庫県
の簡易耐震診断推進事業を利用した場合の
自己負担額 

高齢者等に配慮した既存住宅のバリアフリー
改造及び簡易耐震診断 

＜住宅改造・特別型＞ 

対象者 

対象事業 

助成要件 

助成額 

次の①、②のいずれかに該当する世帯 
①介護保険制度の要介護または要支援認定を
受けた被保険者のいる世帯 
②身体障害者手帳、療育手帳の交付を受けた
者のいる世帯 

次のＡ、Ｂが必要です。 
Ａ住まいの改良相談員の承認（個所ごとに限度
額があります。） 
Ｂ耐震診断の実施（昭和５６年６月以降に建築さ
れた住宅等は耐震診断不要です。） 

助成対象工事費の１/３以上及び簡易耐震診断 
費※の一部（所得により異なります。） 
（助成対象限度額は介護保険制度などの住宅改
修費とあわせて１００万円/世帯） 
※助成対象となる簡易耐震診断費は、兵庫県
の簡易耐震診断推進事業を利用した場合の
自己負担額 

身体状況に応じた既存住宅のバリアフリー改
造及び簡易耐震診断 

＜ご注意ください＞　住宅改造・一般型、特別型について、以下の世帯は対象外となります。 

　　　　　　　　　　・生計中心者が給与収入のみの者で給与収入金額が８００万円を超える世帯 

　　　　　　　　　　・生計中心者が給与収入のみ以外の者で所得金額が６００万円を超える世帯 

＜助成の対象となる工事＞ 

浴室・洗面所 

廊下・階段 

玄　関 

便　所 

台　所 

居　室 

浴室出入り口の段差解消 

手すりの取り付けなど 

手すりの取り付け 

階段の滑り止めの取り付けなど 

手すりの取り付け 

滑りにくい材料への取り換えなど 

手すりの取り付け 

和便器から洋便器への取り換えなど 

レバー式水栓への取り換え 

流し台の改造など 

畳からフローリングへの床の張り替え 

出入り口の段差解消など 

　高齢者・障害者等のために行うバリアフリー工
事で、増改築工事を伴う場合、住宅改造・一般型、
特別型の助成と併せて、増改築工事にかかる経費
について、対象限度額１５０万円とし、その１/３を
追加して助成します。 
　ただし住宅改造・一般型では、浴室・洗面所、
便所、高齢者のための寝室およびそれらを結ぶ経
路について、手すり取り付けまたは屋内の段差解
消が必要です。 

※対象エ事は一部の例です。詳しくはお問い合わせ 
　ください。 

問い合わせ先　健康福祉課（内線３５４） 

低所得の高齢者向け 
　年金生活者等支援臨時福祉給付金 

申請の受付は６月末日までです。 

申請は 
お済みですか 

８ 



　
他
の
兄
弟
よ
り
一
足
先
に
東
京

に
出
た
井
上
通
泰
は
、
大
学
に
在

籍
し
て
い
た
頃
か
ら
、
多
く
の
文

化
人
・
知
識
人
と
の
交
流
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
の
ひ

と
り
、
森
　
外
と
の
交
友
関
係
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
『
舞
姫
』『
山
椒
大
夫
』
な
ど
の

作
品
で
知
ら
れ
る
森
　
外
で
す
が
、

彼
の
本
業
は
小
説
家
で
は
な
く
、

医
師
で
し
た
。
文
久
２
年（
１
８

６
２
）
に
津
和
野
（
現
在
の
島
根

県
鹿
足
郡
津
和
野
町
）に
生
ま
れ

た
　
外
は
、
１０
歳
の
と
き
に
上
京
。

当
時
最
年
少
の
１２
歳
で
、
第
一
大

学
区
医
学
校
予
科（
東
京
大
学
医

学
部
の
前
身
）に
入
学
。
１９
歳
で

東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
陸

軍
の
軍
医
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、

精
力
的
に
文
筆
活
動
を
展
開
。
小

説
の
執
筆
以
外
に
も
、
文
学
評
論

や
翻
訳
も
行
い
、
当
時
の
文
壇
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
軍

医
と
し
て
も
、
出
世
を
重
ね
、
陸

軍
省
医
務
局
長
ま
で
登
り
つ
め
た

ほ
か
、退
役
後
に
は
帝
国
博
物
館

（
東
京
国
立
博
物
館
の
前
身
）の

総
長
な
ど
に
も
就
任
。
当
時
を
代

表
す
る
一
流
の
知
識
人
・
文
化
人

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
で
す
。 

　
　
外
と
通
泰
が
出
会
っ
た
の
は
、

明
治
２２
年
（
１
８
８
９
）
頃
。
当

時
大
学
生
だ
っ
た
通
泰
が
、
　
外

の
友
人
で
あ
る
賀
古
鶴
所
に
伴
わ

れ
て
、
　
外
の
自
宅
を
訪
ね
た
の

が
最
初
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ

の
後
、
通
泰
は
知
人
で
あ
る
市
村

　
次
郎
（
東
洋
史
学
者
）
・
落
合

直
文
（
国
文
学
者
・
歌
人
）
ら
を

　
外
に
紹
介
。
意
気
投
合
し
た
彼

ら
は
、
　
外
の
兄
弟
で
あ
る
三
木

竹
二
や
小
金
井
喜
美
子
と
と
も
に
、

同
人
組
織
「
新
声
社
」
を
結
成
。

訳
詩
集
『
於
母
影
』
や
、
文
芸
雑

誌
『
し
が
ら
み
草
紙
』
の
発
行
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

ま
す
。
後
に
日
清
戦
争
が
勃
発
し
、

　
外
が
出
征
し
た
た
め
、
新
声
社

と
し
て
の
活
動
は
途
切
れ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
以
降
も
通
泰
と
　
外

の
交
流
は
続
き
ま
し
た
。
柳
田
國

男
・
松
岡
家
記
念
館
や
、
姫
路
文

学
館
に
は
、
　
外
が
通
泰
に
宛
て

た
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
　
外
が
詠
ん
だ
歌

を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
や
、

帝
国
博
物
館
の
人
事
に
関
す
る
相

談
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
２
人

の
関
係
性
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
通
泰
は
　
外
を
高
く
評
価
し
て

お
り
、
「
唯
文
学
・
医
学
と
の
み

に
限
り
は
せ
ぬ
、
博
覧
強
記
で
何

事
に
も
一
通
り
の
知
識
を
有
つ
て

居
る
」
と
評
し
、
そ
れ
を
示
す
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
弟
の
松
岡
静

雄
が
　
外
と
会
っ
た
と
き
の
話
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
海
軍
士
官
だ
っ
た
静
雄
は
、
任

務
の
た
め
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
ド
イ
ツ
留
学
経
験

の
あ
る
　
外
の
も
と
を
訪
ね
ま
し

た
。
　
外
は
通
泰
の
弟
が
来
た
、

と
い
う
こ
と
で
快
く
会
っ
て
く
れ

た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
船
の

話
を
始
め
た
の
で
す
。
陸
軍
の
軍

医
が
海
軍
の
士
官
に
船
の
話
を
し

て
ど
う
す
る
の
か
、
と
静
雄
は
驚

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
聞
か
さ

れ
た
話
は
い
ず
れ
も
静
雄
の
知
ら

な
い
話
題
で
、
し
か
も
非
常
に
有

益
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。（
井
上

通
泰
「
森
君
」『
中
央
公
論
』
明

治
４２
年
９
月
号
） 

　
ま
た
、
柳
田
國
男
も
　
外
と
深

い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
通

泰
と
　
外
の
交
誼
が
始
ま
っ
た
頃
、

ち
ょ
う
ど
國
男
は
通
泰
の
も
と
に

預
け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
井
上

医
院
に
集
ま
る
文
化
人
た
ち
に
囲

ま
れ
て
國
男
は
成
長
し
、
自
身
も

『
し
が
ら
み
草
紙
』
に
歌
や
人
物

の
評
伝
を
投
稿
し
て
い
ま
し
た
。

『
故
郷
七
十
年
』
に
よ
れ
ば
、
國

男
は
、
お
菓
子
が
食
べ
ら
れ
る
と

い
う
理
由
で
、
よ
く
　
外
の
家
を

訪
ね
て
い
た
よ
う
で
す
。
高
等
学

校
に
入
学
し
て
か
ら
も
、
折
に
触

れ
て
　
外
に
会
っ
て
お
り
、
「
森

さ
ん
は
こ
ち
ら
の
方
に
降
り
て
来

て
、
い
ろ
い
ろ
と
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
る
人
だ
っ
た
か
ら
、
本
当
に

あ
り
が
た
か
っ
た
と
思
っ
て
い 

る
」
と
回
想
し
て
い
ま
す
。 

　
軍
医
を
務
め
な
が
ら
、
次
々
と

小
説
や
評
論
を
発
表
し
て
い
く
　

外
の
姿
は
、
歴
史
を
研
究
し
た
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
養
家
の

意
向
で
医
学
の
道
に
進
ま
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
通
泰
に
、
何
ら
か
の

示
唆
を
与
え
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
し
て
、
２
人
の
交
流

は
静
雄
や
國
男
に
も
影
響
を
与
え

た
の
で
す
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

井
上
通
泰
の
交
友
関
係
①
　
― 

森
　
外 

― 

第１８話 
お
う
が
い 

か

こ

つ

る

と
 

さ
ん
じ
ろ
う 

な
お
ぶ
み 

し
ん
せ
い
し
ゃ 

も 

し
か
ん 

こ
う
ぎ 

し
　
さ 

お
も
か
げ 

か
の
あ
し 

さ
ん
し
ょ
う
だ
ゆ
う 

井上通泰宛森　外書簡（柳田國男・松岡家記念館蔵） 
自分が詠んだ歌を見てほしいという内容が書かれています 

９ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　福崎町農業委員会の定例総会は毎月２０日前後に開催します。 

　農地法に関す

る各種申請・届

出の締切日は毎月５日です。（５日が閉庁日の場

合は翌開庁日）締切を過ぎると、翌月扱いになり

ますので、売買・転用等を検討されているとき

は余裕を持って早めにご準備ください。 

平成２７年度の農地法３・４・５条関係の 
申請・届出状況をお知らせします 

問い合わせ先　福崎町農業委員会事務局（農林振興課内・内線３１３） 

件数 項　　　目 

農地法３条申請 
　（農業をする目的での農地の売買、貸借） 

農地法４条申請・５条申請 
　（市街化区域以外の農地転用） 

農地法４条届出・５条届出 
　（市街化区域内の農地転用） 

面積（㎡） 

２０件 

３４件 

２４件 

２９，７４９ 

１３，８７３ 

１４，１２７ 

３条申請 

４条・５条申請 

４条・５条届出 

１０ 

申請・届出件数の推移（単位：件） 

１０ 

２０ 

３０ 

４０ 

５０ 

０ 

６０ 

２７
年
度 

１８
年
度 

１９
年
度 

２０
年
度 

２１
年
度 

２２
年
度 

２３
年
度 

２４
年
度 

２５
年
度 

２６
年
度 

（
平
成
） 

申請・届出面積の推移（単位：㎡） 

２７
年
度 

１８
年
度 

１９
年
度 

２０
年
度 

２１
年
度 

２２
年
度 

２３
年
度 

２４
年
度 

２５
年
度 

２６
年
度 

（
平
成
） 

３万 

０ 

６万 

５万 

４万 

２万 

１万 

家庭ごみの分別排出にご協力を！ 家庭ごみの分別排出にご協力を！ 
　平成２８年度版の家庭ごみ収集カレンダーを配布してい
ます。裏面には「家庭ごみ分別表」を印刷していますので、
この機会に、もう一度ごみの分別について見直していた
だき、ごみの減量化、リサイクルの推進にご協力ください。 
　家庭ごみ収集カレンダーがお手元にない方は、役場住
民生活課でお渡ししますので窓口にお越しください。 

（住民生活課） 

町民農園利用者募集 町民農園利用者募集 
　夏野菜の苗植えの時期がやってきました！ 
　今年こそ町民農園で家庭菜園にチャレンジしてみませ
んか？ 
〈募集内容〉 
場　　所　馬田字竹之元（市川河川敷の西側） 
募集区画　１区画（約４０㎡） 
利 用 料　年間１㎡あたり４０円 
申込期間　５月２０日（金）まで 
申込方法　農林振興課に備え付けの申込用紙に必要事項を

記入、押印のうえ、提出してください。 
　　　　　※申込多数の場合は抽選とします。 
問い合わせ先　農林振興課　農政係（内線３１４） 

　福崎小学校の３年生は、昔体験活動を実施して

います。昔の台所や食事の支度の様子から生活の

移り変わりに関心を持たせることを目的としてい

ます。 

　今回は、みんなで協力し合って、羽釜でご飯を

炊くことや、七輪でお餅やめざしを焼くこと、味

噌汁を作ることに挑戦しました。 

　２月２６日、青空の下で昔体験活動が始まりま

した。楽しみにしていた子どもたちは、目を輝か

せながら取り組みました。羽釜でごはんを炊いた

り、七輪でお味噌汁を作ったりしました。また、

めざしやお餅も焼きました。

できたてをお腹いっぱい食べ、

胃袋も気持ちも大満足でした。

「むかしの人は、めっちゃ大

変やったんやなぁ。」「毎日、

羽釜のご飯たべたい。」など

色々なつぶやきが聞こえてき

ました。子どもたち全員で協

力し、絆が深まった一日にな

りました。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 



★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

　子どもが歩けるようになったらどんどん外に連
れ出し、外の世界のルールを教えましょう。 
　身体を動かすことで、知識の入れ物である脳そ
のものを鍛えます。 
日時　５月２５日（水）１０：００～１１：３０（受付９：４５～） 
場所　文化センター　小ホール 
講師　姫路市民児連香寺民児協主任児童委員 
　　　　大内和惠さん 
　※申込は不要です。 

外あそびのススメ 
～あそびは２つのそうぞう力を育みます～ 

　イクメン集まれ～！親子でいっぱい身体を動か
して遊びませんか？ 
　ボールやフープを使った運動遊び、身近にある
ペットボトルやタオルを使った遊びなど、親と子
のスキンシップたっぷりの楽しい体育あそびが満
載です。 
日時　６月１１日（土）１０：００～１１：３０（受付９：４５） 
場所　にこにこひろば 
講師　アイキ・スポーツスクール　中村隆司さん 
対象　未就園の子どもとそのお父さん（おじいさん） 
定員　２０組 
申込先　にこにこひろば 
持ち物　フェイスタオル（あそびに使います。８０cm程度） 
　　　　お茶 
　※運動ができる服装でお越しください。 

　お子さんといっしょに絵本やわらべうた遊びを楽し
みながら、子育ての悩みを話したり、お母さん同士で
情報交換したりして、ゆったりと過しませんか。 

※時間は１０：００～１１：００ 
※どこの会場でもご参加いただけます。申込不要。 
※駐車場に限りがありますのでお近くの方は徒歩で 
　ご参加ください。 
※６/１７と６/２０はミニデイ利用者の方との交流を予定 
　しています。 

日　程 

５月１６日（月） 

５月１９日（木） 

５月２３日（月） 

５月２７日（金） 

５月３０日（月） 

実施場所 

中島公民館 

八千種幼児園 

山崎公民館 

高岡幼児園 

　川公民館 

日　程 

６月３日（金） 

６月６日（月） 

６月１０日（金） 

６月１７日（金） 

６月２０日（月） 

実施場所 

西光寺公民館 

福田公民館 

西治公民館 

南大貫公民館 

吉田公民館 

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
５月１７日（火）・６月２１日（火） 
文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

１１ 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
５月１２日（木）・６月９日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズムあそび、
うんどうあそびなどをしています。 
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
６月２日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターな
どを通して、ことばやおはなしの世界を広げましょう。 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

日時　６月４日（土）　１３：３０～ 
場所　文化センター　小ホール 
講師　NPO法人生涯学習サポート兵庫理事長 
　　　　山崎清治（やまさん）先生 
演題　「思いやりのココロの育て方」 
申込先　各幼児園、こども園、子育て支援センター 
　　　　学校教育課 

やま さき せい じ 
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法
△
健
康
福
祉
課
一
般
事
務

補
助
員
・
築
山
順
子
△
上
下
水
道
課
一

般
事
務
補
助
員
・
藤
川
由
美
子
△
健
康

福
祉
課
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
・
村
田

早
苗
△
健
康
福
祉
課
養
護
老
人
ホ
ー

ム
支
援
員
・
常
陰
和
子
△
健
康
福
祉
課

養
護
老
人
ホ
ー
ム
支
援
員
・
春
井
ひ
か

る
△
地
域
振
興
課
生
活
科
学
セ
ン
タ

ー
消
費
生
活
専
門
相
談
員
・
藤
尾
修
子

△
社
会
教
育
課
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記

念
館
文
化
財
専
門
員
・
渡
部
典
子
△
社

会
教
育
課
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
施
設
管
理 

員
・
橋
本
繁
和
△
社
会
教
育
課
図
書
館

司
書
補
助
員
・
松
岡
優
子 

： 

１２ 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

一
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
５
月
１７
日（
火
） 

　
　
６
月
２１
日（
火
） 

　
　
７
月
１９
日（
火
） 

　
　
８
月
１５
日（
月
）〜
１６
日（
火
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。（
８
月
中
の
利
用
は
６
月

１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館
し

て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

ど
ん
ぐ
り
カ
ー
ド
の
配
付
に

つ
い
て 

     

　
「
ど
ん
ぐ
り
カ
ー
ド
」
は
、
子

ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
文
化
・
芸

術
や
科
学
に
親
し
め
る
よ
う
に
、

姫
路
市
教
育
委
員
会
が
独
自
に
発

行
し
て
い
る
カ
ー
ド
で
、
姫
路
市

立
の
公
共
施
設
の
一
部（
動
物
園
・

水
族
館
な
ど
１２
施
設
）を
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
カ
ー
ド
は
、
播
磨
圏
域
連

携
中
枢
拠
点
都
市
圏
形
成
連
携
協

約
に
基
づ
い
て
、
福
崎
町
に
住
ん

で
い
る
４
歳
児
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
児
童
・
生
徒
も
利
用
で
き

ま
す
。 

　
カ
ー
ド
は
小
中
学
校
・
こ
ど
も

園
を
通
じ
て
対
象
の
児
童
・
生
徒

に
配
付
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
学

校
・
園
に
通
っ
て
い
な
い
な
ど
の

理
由
で
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
学
校

教
育
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

学
校
教
育
課
（
内
線
２
５
１
） 

  

介
護
保
険 

福
崎
町
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
指
定
候
補
事
業
者
選
考
の

結
果
に
つ
い
て 

　
平
成
２７
年
度
に
公
募
し
た
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
指
定
候
補

事
業
者
の
選
考
に
つ
い
て
、
審
査

の
結
果
、
左
記
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。 

決
定
日
　
平
成
２８
年
３
月
３１
日 

公
募
し
た
事
業 

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護 

事
業
指
定
候
補
事
業
者 

有
限
会
社
愛
の
里 （

健
康
福
祉
課
） 

  

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て 

　
平
成
２８
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
２
６
０
円
で
す
。 

　
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末

で
す
。
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払

い
（
前
納
）
す
る
と
保
険
料
が
安

く
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
般
保
険
料
に
４
０
０

円
の
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
す
る

と
、
将
来
の
年
金
額
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。 

○
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て 

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る 

『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
が
あ
り

ま
す
。 

　
詳
し
く
は
住
民
生
活
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
内
線
３
７
４
） 

１３ 

お知らせ 

information

カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
！！ 

　
大
自
然
の
中
で
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人

に
は
乗
り
方
か
ら
指
導
し
ま
す
の

で
、
誰
で
も
簡
単
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

日
時
　
６
月
２６
日
（
日
） 

　
＊
午
前
の
部
（
９
時
〜
１２
時
） 

　
＊
午
後
の
部
（
１３
時
〜
１６
時
） 

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
一
般 

募
集
人
数
　
各
１５
人
（
先
着
順
） 

申
込
　
６
月
１４
日（
火
）か
ら
受
付 

参
加
費 

　
小
・
中
学
生
　
　
５
０
０
円 

　
高
校
生
以
上
　
１
０
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

  

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
３
月
２７
日
（
日
）
、
町
民
第
１

グ
ラ
ン
ド
で
「
第
１
回
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り 

優
　
勝
　
吉
田 

準
優
勝
　
Ｙ
ｓ
ク
ラ
ブ 

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
加
盟

チ
ー
ム
を
募
集
中
！ 

※
詳
し
く
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
和
田（
　
２２
・
４
７
６
２
）へ
。 

ス
ポ
ー
ツ 

　
福
崎
町
第
１
体
育
館
は
、

７
月
１
日
か
ら
耐
震
改
修
工

事
の
た
め
立
入
禁
止
と
な
り

ま
す
。 

　
詳
細
は
６
月
号
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

平成２７年１月１日から１２月３１日までの１年間の所得に対する町県民税
（住民税）の課税証明書は、次の日程で発行できます。 
　■町県民税を特別徴収（給与から天引き）で納められる方 
　　　⇒５月９日（月）から 
　■町県民税を普通徴収（納付書、口座振替）で納められる方 
　　　⇒６月１６日（木）から 
　■特別徴収対象者で、年金からの天引きもある方 
　　　⇒６月１６日（木）から 

問い合わせ先　税務課（内線３４５） 

平成２８年度町県民税の課税証明書の発行について 



山
寺
に
　

咲
く
三
椏
の
　

花
明
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

湯
の
町
の
　

芽
柳
ゆ
れ
て
　

暮
な
ず
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

干
し
鰈
　

一
夜
泊
り
の
　

温
泉
宿 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

干
し
鰈
　

漁
村
訛
り
の
　

行
商
女 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

飲
み
た
り
し
　

嬰
児
の
笑
顔
や
　

春
の

昼
　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

雨
の
朝
　

ほ
ん
の
り
紅
き
　

名
草
の
芽 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

鉄
塔
の
　

高
み
を
北
へ
　

鳥
帰
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

軒
下
に
　

早
や
泥
落
と
す
　

初
燕 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

新
館
の
　

広
間
を
飾
る
　

古
雛 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

下
萌
や
　

埴
輪
の
並
ぶ
　

根
日
女
塚 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

友
来
り
　

愉
快
な
話
し
　

春
め
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

父
母
の
　

眠
る
丘
越
え
　

鳥
帰
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

三
味
線
草
　

津
軽
の
里
に
　

悲
恋
唄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

三
味
線
草
　

振
っ
て
微
か
な
　

音
を
聞

く
　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

弥
生
空
　

風
と
戯
れ
　

鳶
が
舞
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

鍬
洗
う
　

小
川
の
流
れ
　

水
温
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

絵
手
紙
に
　

老
い
の
写
生
の
　

黄
水
仙 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

古
り
た
り
と
言
え
ど
背
の
金
屏
風
に
瓔
珞
映
ゆ
る
雛
の
面
ざ
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

大
き
声
小
さ
な
声
の
近
づ
き
て
無
事
に
過
ぎ
た
り
登
校
の
列 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

百
舌
の
よ
う
に
お
喋
り
交
わ
し
ク
ー
ニ
ャ
ン
の
自
転
車
の
列
並
木
路

を
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

倒
れ
た
る
ま
ま
に
咲
き
い
る
野
路
菊
の
清
し
き
色
の
は
な
び
ら
に
触

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 
 

鴨
群
れ
の
北
に
帰
り
て
静
か
な
り
水
面
に
映
る
枯
葦
の
か
げ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

丸
大
根
を
小
判
に
切
り
て
干
さ
れ
ゐ
る
其
れ
さ
へ
清
し
山
あ
い
の
村 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

モ
ー
ニ
ン
グ
の
開
店
真
近
く
入
り
来
た
る
人
の
ま
ゆ
げ
に
氷
雨
が
ひ

か
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

さ
ざ
れ
石
手
に
ふ
れ
て
知
る
君
が
代
を
諳
じ
世
界
の
平
和
を
希
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

こ
の
土
地
に
七
十
年
は
も
暮
ら
し
来
て
今
日
八
十
五
歳
は
夢
の
ご
と

し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

気
ま
ぐ
れ
な
雲
の
間
の
冬
の
陽
を
ひ
ね
も
す
見
上
ぐ
広
縁
に
居
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

み
つ
ま
た 

あ
か 

ふ
る
び
い
な 

ね
　
ひ
　
め 

め
や
な
ぎ 

か
れ
い 

ど
ま 

ぎ
ょ
う
し
ょ
う
め 

や
　
や 

い
で
ゆ
や
ど 

そ
び
ら 

よ
う
ら
く 

す
が 

ね
が 

あ
わ
い 

俳

句

会 

短

歌

会 

１４ 

　本年度の連続講座では、「松岡五兄弟」を年間
のテーマに、生誕１５０年を迎える井上通泰と柳田
國男について紹介します。 
 

時間：１３：３０～１５：００　場所：歴史民俗資料館 
 

①「柳田國男と妖怪」 

　開催日　5月21日（土） 

　講　師　大森亮尚さん（古代民俗研究所代表） 

②日本民俗学会研究奨励賞　福崎町賞授賞記念講演 

　「どのようにして民俗学は誕生したのか 

　－柳田國男の人生を振り返って－」 

　開催日　9月10日（土） 

　講　師　金子祥之さん（日本学術振興会特別研究員） 

③柳田國男記念館記念展　講演会 

　「井上通泰と南天荘同人会」 

　開催日　11月5日（土） 

　講　師　井上　舞さん（神戸大学大学院人文学研究

　　　　　科地域連携センター研究員） 

第４回看護師病院合同就職説明会 in 中・西播磨 
第４回看護系学校合同進学説明会 in 中・西播磨 
第４回看護師病院合同就職説明会 in 中・西播磨 
第４回看護系学校合同進学説明会 in 中・西播磨 
第４回看護師病院合同就職説明会 in 中・西播磨 
第４回看護系学校合同進学説明会 in 中・西播磨 

看護師病 

院合同就 

職説明会 

日　時 ５月１５日（日）１０：００～１５：００ 

イーグレひめじ３階 
あいめっせホール 

看護師・看護学生 

中・西播磨圏域の３３病院 

５月１５日（日）１０：００～１５：００ 

イーグレひめじ地下２階 
市民アリーナＡ・Ｂ 

高校生及びその保護者・社会人 

兵庫県・岡山県の看護系学校２５校 

場　所 

対　象 

参加団体 

日　時 

場　所 

対　象 

参加団体 

看護系学 

校合同進 

学説明会 

主催　兵庫県看護協会西播支部・西播民間病院協会 
問い合わせ先　中播磨健康福祉事務所（　０７９－２８１－９２０７） 

歴史民俗資料館 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

 

 

2 

3 

4 

7 

8 

9 

11 

14 

 

18 

 

19 

20 

21 
 

27 

29

 

 

月 

火・祝 

水・祝 

土 

日 

月 

水 

土 

 

水 

 

木 

金 

土 
 

金 

日 

9:00 

9:00 

13:00 

10:00 

11:00 

8:15 

9:00 

10:30 

 

10:00 

10:00 

13:00 

13:00 

 

9:00 

7:50 

13:30 

14:00 

14:00

３１日（火）まで 
 

 

 

 

要申込 

 

 

 

２０日（金）まで 

 

 

 

 

２２日（日）まで 

要申込 

企画展「福崎町昭和３０年代の写真展」 

企画展「松岡映丘画稿展」 

なやみごと相談 

町制６０周年記念式典 

えほんのじかん 

町民親善グラウンドゴルフ大会 

福崎町消防団消防操法大会 

母子相談 

もち麦の日 

リサイクルブックフェア 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

食育の日 

福崎町美術展 

山菜ハイキング 

歴民連続講座① 

戦没者追悼式 

文化講演会 

フクちゃん読書の日 

歴史民俗資料館 

柳田國男・松岡家記念館 

サルビア会館 

エルデホール 

図書館 

さるびあドーム 

福崎東中学校 

サルビア会館 

 

図書館 

 

サルビア会館 

 

 

エルデホール 

鉢伏高原 

歴史民俗資料館 

エルデホール 

文化センター 

歴史民俗資料館 

柳田國男・松岡家記念館 

社会福祉協議会 

総務課 

図書館 

体育館 

住民生活課 

健康福祉課 

農林振興課 

図書館 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

保健センター 

文化センター 

体育館 

歴史民俗資料館 

福崎町遺族会（社会福祉協議会） 

文化協会（文化センター） 

図書館 

１５ 

≪材料≫ 
　もちむぎ粉...１００ｇ 
　ベーキングパウダー...小さじ１ 
　砂糖...大さじ１ 
　バター...５０ｇ 

≪作り方≫ 

①ボールに１cm角に切ったバターを入れ、も

ちむぎ粉、ベーキングパウダー、砂糖、塩を

ふるって入れ、バターをつぶしながらポロポ

ロになるまで、手でまぜる。 

②５mm角くらいに切った板チョコ、牛乳を①

に入れてまぜる。 

③厚さ５㎜の四角型にのばし、包丁で三角にな

るように切っていく。 

④２００℃に予熱したオーブンで１０～１５分焼く。 

 
牛乳...７０ｇ 
塩...ひとつまみ 
板チョコ（ミルク）...１枚 
板チョコ（ホワイト）...１枚 

簡単混ぜるだけ！ 
外はサクサク、中はしっとりのスコーンです。 
水溶性食物繊維が豊富なもちむぎ粉で健康おやつ！ 

簡単混ぜるだけ！ 
外はサクサク、中はしっとりのスコーンです。 
水溶性食物繊維が豊富なもちむぎ粉で健康おやつ！ 

　４月に入り暖かくな
ってきたころ、太陽に
向かって真っすぐに麦
の穂が出てきます。畑
一面に萌え出た麦の若
葉の緑は目にも鮮やか
です。 



　
こ
の
た
び
、
今
ま
で
の
食
育
推
進
計
画
と
健
康
増
進
計
画
を
一
体
化

し
た
「
福
崎
町
第
２
次
食
育
推
進
計
画
・
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。 

 

基
本
理
念
　
い
き
い
き
と
健
康
で
明
る
い
人
と
ま
ち
づ
く
り 

計
画
期
間
　
平
成
２８
年
度
〜
平
成
３２
年
度
（
５
年
間
） 

 
　
こ
の
計
画
で
は
、
住
民
・
家
庭
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と

を
世
代
ご
と
に
挙
げ
て
い
ま
す
。 

　
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
行
政
や
関
係
機
関
、
団
体
等
が
連
携
し
て
、
福

崎
町
ら
し
い
食
育
と
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。 

No.337

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

5月31日は「世界禁煙デー」 
禁煙したい方、「禁煙相談窓口」や「禁煙サポート医」を 
利用して、この機会に始めましょう!!

１６ 

福
崎
町
第
２
次
食
育
推
進
計
画
・ 

健
康
増
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た 

※計画概要版は、４月中旬
各戸配布しました。本計
画は町ホームページや町
内公共施設でご覧いただ
けます。 

毎日、こつこつ貯筋生活 ～今より１０分多く、 
　　からだを動かしましょう～ 

　生涯をいきいきと過ごすためには、活発に体を動かす
ことが大切です。スポーツなどの「運動」だけでなく、
家事や仕事、通勤など、日常生活の合間にちょっと、体
を動かすよう心がけましょう。 
　筋力は、何もしなければ少しずつ減っていきます。年
齢に負けないように、毎日こつこつ、トレーニングで貯
筋しましょう！ 

＜回数の目安＞ 
１つの運動を１０～１５回続けて行い、１日の
回数は自分の体力に合わせて決めましょう。 
＜注意事項＞ 
　①自分の体調に注意をはらいましょう。 
　②運動中は息を止めないようにしましょう。 

今月の貯筋プラン №1今月の貯筋プラン №1 脚を鍛えよう！ ～椅子を使ったスクワット～ 

①足を肩幅程度に広げ、つま先は前に
向ける。 

②立ち上がるときは、膝がつま先より
も前に出ないように立ち上がる。 

③立ったり、座ったりをくり返し、ゆ
っくり座るとより効果が上がります。 

食育推進 
計画 

健康増進 
計画 

基本目標 

１ ２ ３ 

基本目標 

１ ２ ３ ４ ５ 

健
全
な
食
生
活
の
実
践 

食
育
活
動
の
推
進 

地
産
地
消
の
推
進
・
食
文
化
の
継
承 

健
康
状
態
の
維
持
向
上 

積
極
的
な
身
体
活
動 

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り 

禁
煙
・
適
正
飲
酒
の
推
進 

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り 



保健センターだより 

１７ 

＊二種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・小
児用肺炎球菌・水痘予防接種は、接種間隔に気をつ
けましょう。 
＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１
年間です。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受
けましょう。 

予
防
接
種 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

3 か 月 児 健 診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２８.２月生の乳児 

Ｈ２８.１月生の乳児 

Ｈ２７.７月生の乳児 

Ｈ２７.５月生の乳児 

H２６.７月・８月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

９日（月） 

月～金 

９日（月） 
 

２５日（水） 

１７日（火） 

２５日（水） 

９日（月） 

１８日（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター5月定例行事予定 

　福崎町では、４０歳未満のがん患者の方が、住

み慣れた生活の場で安心して自分らしい日常生

活が送れるよう、在宅サービス利用料の一部を

助成（償還払）し、患者さんとその家族の負担を

軽減します。 

＜対象者＞ 
医師からがん末期と診断された４０歳未満の方 

＜内容＞ 

　在宅サービス（訪問介護、福祉用具貸与）利用

料の９割相当額を助成します。 

　平成２８年４月１日以降に利用したサービスが

対象です。 

◎助成を受けるには申請手続が必要です。詳し

　くは、保健センターへお問い合わせください。 

　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）では、月１

回こころの病気やこころの健康について、精神科

医師による相談を行っています。 

　また姫路断酒会会員によるアルコール関連問題

に関する相談も同時開催しています 

＊相談は無料です 

＊ご本人に限らず、ご家族や 

　関係者の方のご相談も受け 

　付けます。秘密は厳守します。 

『こころのケア相談』ご案内 

　「自分流の健康づくりを見つけ
たい！」「仲間づくりをしたい！」
という方にオススメ！ 
　「食」を中心とした健康づくり
を楽しく学ぶ講座です。お一人でも、お友達連れ
でも大歓迎です！ 

期　間　平成２８年６月～１２月 
　　　　（原則、毎月第１・３木曜日の午前）計１２講座 
会　場　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）他 
内　容　食生活や健康に関するお話とお料理等 
費　用　テキスト代（１,３００円） 
　　　　調理実習材料費（１回あたり５００円程度） 
対象者　神崎郡にお住まいの方 
　　　　（性別・年齢は問いません） 
申込締切　５月２６日（木） 

食育・健康講座 
～いずみ会リーダー養成講座～ 

受講者募集 

開 催 日　原則　毎月第４水曜日 

　　　　　（１１月は第５水曜日） 

受付時間　９：３０～１１：００ 

場　　所　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 

◎相談は予約制です。事前に電話でお申し込み

　ください。 

《申し込み・問い合わせ》　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 
　　　　　　　　　　　　　福崎町西田原２３５ 
　　　　　　　　　　　　　TEL ２２－１２３４／FAX ２２－６６８０ 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ １８ 

町民のうごき 

平成２８年３月末現在 

７，４７９世帯 
９，３２７人　 
１８６人　 
１０人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，０００人 
１０，２２４人 
１４６人 
１８人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

　
４
月
９
日
、
歴
史
と
文
化
の
漂
う
　
川
界
隈

で
、
「
民
俗
　
広
場
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
「
観
桜
会
」「
も
ち
む
ぎ
ま
つ
り
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」
も
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
、
満
開
の
桜
の
下
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
新
し
く
登
場
し
た
天
狗
を
見
に
河
次
郎

も
姿
を
見
せ
ま
し
た
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

　
学
問
成
就
の
道
の
整
備
工
事
（
平
成
２７
年
度
分
）
が
終
了
し
ま

し
た
。
兵
庫
県
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
費
補
助
金
を
受
け

て
、
２７
年
度
は
鈴
ノ
森
神
社
か
ら
　
川
山
山
頂
の
配
水
池
ま
で
の

階
段
の
整
備
を
行
い
、
２８
年
度
に
は
北
野
天
満
神
社
ま
で
の
舗
装

工
事
を
行
い
ま
す
。 

　
新
緑
の
中
、
歩
き
や
す
く
な
っ
た
学
問
成
就
の
道
を
ぜ
ひ
散
策

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
社
会
教
育
課
） 

柳田國男の兄弟の氏神である
「鈴ノ森神社」と学問の神様
菅原道真を祀る「北野天満神
社」を結ぶ“学問成就の道”。 

か
い
わ
い 


